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人
事
委
員
会
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
一
―
三
（
現
行
の
規
則
の
廃
止
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
（
給
料
等
の
支
給
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
（
給
料
の
調
整
額
）
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
七
（
給
与
の
減
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
（
宿
日
直
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇
（
単
身
赴
任
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
〇
（
寒
冷
地
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
三
（
給
料
表
の
適
用
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
五
（
産
業
教
育
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
六
（
通
信
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
二
（
定
時
制
通
信
教
育
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
五
（
初
任
給
調
整
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
六
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
〇
（
農
林
漁
業
改
良
普
及
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
六
（
調
整
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
一
（
住
居
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
二
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
四
（
教
職
調
整
額
の
支
給
方
法
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
五
（
教
員
特
殊
業
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
六
（
時
間
外
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
七
五
（
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
二
（
休
職
者
の
給
与
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
二
（
特
例
一
時
金
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
三
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
給
料
月
額
の
端
数
計
算
）

◯
人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
九
―
六
（
職
員
の
定
年
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
九
―
八
（
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
）

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
九
―
九
（
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
）

◯
人
事
委
員
会
規
則
一
一
―
一
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
市
町
村
及
び
一
部
事
務
組
合
の
管
理
職

員
等
の
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
一
―
三
（
現
行
の
規
則
の
廃
止
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
一
―
三
（
現
行
の
規
則
の
廃
止
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
一
―
三
（
現
行
の
規
則
の
廃
止
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

規
則
九
―
四
（
公
共
的
機
関
の
指
定
）

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
〇
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
三
号
を
削
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
四
条
に
規
定
す
る
一
般
の
派
遣
職
員
」
を
「
第
三
条
第
一
項
に
規

定
す
る
派
遣
職
員
」
に
、
「
「
一
般
の
派
遣
職
員
」
を
「
「
外
国
派
遣
職
員
」
に
改
め
る
。

１

人

事

委

員

会

規

則
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第
三
十
九
条
第
一
号
中
「
条
件
附
採
用
期
間
」
を
「
条
件
付
採
用
期
間
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
　
外
国
派
遣
職
員

第
三
十
九
条
中
第
四
号
の
二
を
第
四
号
の
三
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
の
二
　
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
六
十

四
号
。
以
下
「
公
益
法
人
等
派
遣
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
派
遣
職
員

（
以
下
「
公
益
法
人
等
派
遣
職
員
」
と
い
う
。
）

第
三
十
九
条
第
六
号
中
「

、
勤
務
時
間
条
例
」
を
「
並
び
に
勤
務
時
間
条
例
」
に
、
「

、
病
気

休
暇
（
公
務
又
は
通
勤
（
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤
を
い
う
。
別
表
第
八
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
起
因
す
る
負
傷
又
は
疾
病

を
理
由
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
特
別
休
暇
並
び
に
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に
関
す
る

条
例
（
昭
和
二
十
六
年
秋
田
県
条
例
第
五
号
）
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
」
を
「
そ
の
他

人
事
委
員
会
の
定
め
る
事
由
に
よ
つ
て
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
四
十
四
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
一
般
の

派
遣
職
員
」
を
「
外
国
派
遣
職
員
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
ホ
の
表
一
級
の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
別
表
第
一
の
リ
の

表
一
級
の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
二
級
の
項
中
「

」
を
「

」
に
、

「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
三
級
の
項
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
四
級
の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
五
級
の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
六
級
の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
ホ
の
表
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
別
表
第
二
の
リ
の

「

「

「

「

表
中
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
に
、

を

」

」

」

に
改
め
、
同
表
の
備
考
第
一
項
を
削
り
、
同
表
の
備
考
第
二
項
中

」

「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
、
同
項
を
同
表
の
備

考
第
一
項
と
し
、
同
表
の
備
考
第
三
項
中
「

」
を
「

」

に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
の
備
考
第
二
項
と
す
る
。

別
表
第
三
の
三
高
校
卒
の
欄
第
三
号
　
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
三
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
六
の
ホ
の
表
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
別
表
第
六
の
ヘ
の

「

「

表
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
の
備
考
を
同
表
の
備
考
第
二

」

」

項
と
し
、
同
表
の
備
考
に
同
表
の
備
考
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

「

「

「

別
表
第
六
の
リ
の
表
中
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
に
、

を

」

」

」

「

「

「

に
、

を

」

」

に
改
め
、
同
表
の
備
考
第
一
項
中
「

」

」
及
び
「

」
を
削
り
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「

」
を
削
り
、
同
表
の
備
考
第
二
項
中
「

」
を
「

」
に

改
め
、
同
表
の
備
考
第
三
項
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

別
表
第
八
中
「

」
を
「

２

寮
母

准
看
護
師

准
看
護
師

総
婦
長

寄
宿
舎
指
導
員

寮
　
　
　
　
母

総
婦
長
、
副
総
婦
長

総
看
護
師
長

准
看
護
婦
又
は
准
看
護
士

師
長

助
産
師

長

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
に
よ
る
准
看
護
師
学
校
又
は
准
看
護
師
養
成
所
の
卒
業

備
考

こ
の
表
の
「
准
看
護
師
学
校
」
及
び
「
准
看
護
師
養
成
所
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
保
健
婦
助
産
婦

看
護
婦
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
1
3
年
法
律
第
1
5
3
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
保
健
婦

助
産
婦
看
護
婦
法
第
2
2
条
第
１
号
又
は
第
２
号
に
規
定
す
る
准
看
護
婦
学
校
及
び
准
看
護
婦
養

成
所
を
含
む
。

看
護
婦
免
許

看
護
師
免
許

保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法

（
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
1
3
年
法
律
第
1
5
3
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
第
2
2
条

健
師
助
産
師
看
護
師
法

准
看
護
婦
養
成
所
卒

看
護
師
長 准
看
護
婦
又
は
准
看
護
士

副
総
看
護
師
長

看
護
婦
、
看
護
士
、
保
健
婦
、
保
健
士
又
は
助
産
婦

准
看
護
婦
又
は
准
看
護
士

護
婦
、
看
護
士
、
保
健
婦
、
保
健
士
又
は
助
産
婦

寄
宿
舎
指
導
員

准
看
護
師

看

看
護

看
護
師
、
保
健
師
又
は

婦
長

看
護
師
、
保
健
師
又
は
助
産
師

婦

准
看
護
師
養
成
所
卒

養
成
所

総
看
護
師
長
、

准
看
護
婦
准
看
護
婦

養
成
所
卒

（
１
）

（１）

寄
宿
舎
指
導
員

寮
　
　
　
　
母

２
級
７
号
給

２
級
４
号
給

２
級
９
号
給

２
級
５
号
給

１
　
試
験
欄
の
「
そ
の
他
」
の
区
分
に
対
応
す
る
学
歴
免
許
等
欄
の
「
博
士
課
程
修
了
」
又
は

「
修
士
課
程
修
了
」
の
区
分
は
、
第
６
条
第
２
項
第
３
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
当
該
区
分
の

適
用
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
た
者
に
適
用
す
る
。

職
種
欄
の
「
保
健
婦
」
、
「
看
護
婦
」
及
び
「
准
看

第
１
号
又
は
第
２
号
に
規
定
す
る
学
校
又
は
養
成
所
を
含
む
。
）

護
婦
」
並
び
に

卒法産
師
又
は
看
護
師

及
び
第
２
項

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法

通
勤
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
に
係
る
も
の
に
限
る

員
災
害
補
償
法
（
昭
和
4
2
年
法
律
第
1
2
1
号
）
第
２
条
第
２
項
に
規
定
す
る
通
勤
を
い
う
。
以
下
こ

第
３
項

保
健
婦
、
助
産
婦
又
は
看
護
婦

第
２
項

保
健
師
、
助

通
勤
（
地
方
公
務

保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦

そ
れ
ぞ
れ准
看
護
婦

准
看
護
師

准
看
護
婦
養
成
所
卒

准
看
護
師
養
成
所

准

看
護
師
准
看
護
師

養
成
所
卒

保

保
健
婦
及
び
助
産
婦

保
健
師
及
び
助
産
師

看
護
婦

看
護
師

准
看
護
婦
准
看
護
婦

養
成
所
卒

准
看
護
師
准
看

養
成

護
師

所
卒

保
　
健
　
師

助
　
産
　
師

看
　
護
　
師

保
　
健
　
婦

助
　
産
　
婦

看
　
護
　
婦

保
　
健
　
師

助
　
産
　
師

保
　
健
　
婦

助
　
産
　
婦
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」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」

に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
第
二
項
中

「

」
を
「

」
に
、
「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

附
　
則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
の
リ
の
表
、
別

表
第
三
及
び
別
表
第
六
の
リ
の
表
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
十
四
年
四
月
一
日
以
後
に
新
た
に
職
員
と
な
り
職
務
の
級
を
研
究
職
給
料
表
の
二
級
に
決

定
さ
れ
た
者
（
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
改
正
後
の
規
則
七
―
〇
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基

準
）
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
別
表
第
六
の
研
究
職
給
料
表
初
任
給
基
準
表
の
学

歴
免
許
等
欄
の
学
歴
免
許
等
の
区
分
が
「
博
士
課
程
修
了
」
又
は
「
修
士
課
程
修
了
」
で
あ
る
者

に
限
る
。
）
の
う
ち
、
そ
の
者
の
給
料
月
額
の
決
定
に
つ
い
て
、
改
正
後
の
規
則
第
十
四
条
か
ら

第
十
六
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
職
員
で
、
新
た
に
職
員
と
な
っ
た
日
（
以

下
「
採
用
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
か
ら
、
改
正
後
の
規
則
第
十
四
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規

定
に
よ
る
号
給
の
号
数
か
ら
改
正
後
の
規
則
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
号
給
（
改
正
後
の

規
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
初
任
給
基
準
表
の
初
任
給
欄
の
号
給
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
号
給
を
除
く
。
）
の
号
数
を
差
し
引
い
た
数
の
年
数
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
日

が
平
成
十
四
年
四
月
一
日
前
と
な
る
も
の
の
採
用
日
に
お
け
る
給
料
月
額
及
び
採
用
日
後
の
最
初

の
昇
給
に
係
る
昇
給
期
間
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
前
か
ら
引
き
続
き
在
職
す
る
職
員
と
の
均

衡
を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
（
給
料
等
の
支
給
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
（
給
料
等
の
支
給
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
一
（
給
料
等
の
支
給
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
三
号
中
「
派
遣
条
例
」
を
「
外
国
派
遣
条
例
」
に
改
め
、
同
項
中
第
六
号
を
第

七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
　
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
四

号
。
以
下
「
公
益
法
人
等
派
遣
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ

れ
、
又
は
派
遣
の
終
了
に
よ
り
職
務
に
復
帰
し
た
場
合

第
五
条
第
二
項
中
「
派
遣
条
例
」
を
「
外
国
派
遣
条
例
」
に
改
め
、
「
育
児
休
業
を
し
」
の
下
に

「
、
公
益
法
人
等
派
遣
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
」
を
加
え
る
。

第
九
条
中
「
又
は
通
勤
（
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
削
り
、
「
派
遣
条
例
第
四
条
に
規
定
す
る
一
般
の
派
遣
職
員
」
を
「
外
国
派
遣
条
例
第

三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
」
に
改
め
、
「
業
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾
病
又
は
」
の
下
に

「
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
、
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
又
は
公
益
法
人
等
派
遣
条
例

第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
の
派
遣
先
団
体
（
同
条
例
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す

る
派
遣
先
団
体
を
い
う
。
）
若
し
く
は
公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
職
派
遣
者
の
特
定
法
人

（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
法
人
を
い
う
。
）
の
業
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾
病
若
し
く
は
労

働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤
に

よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
（
給
料
の
調
整
額
）
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
（
給
料
の
調
整
額
）
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
規
則
七
―
二
（
給
料
の
調
整
額
）
の
一
部
改
正
）

第
一
条

規
則
七
―
二
（
給
料
の
調
整
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

職
員
の
給
料
の
調
整
額
は
、
当
該
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
及
び
職
務
の
級
に
応
じ
て
別

表
第
二
に
掲
げ
る
調
整
基
本
額
に
そ
の
者
に
係
る
別
表
第
一
の
下
欄
に
掲
げ
る
調
整
数
を
乗
じ

て
得
た
額
（
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
に
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
秋
田
県
条
例
第
三
号
）
第
二
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除

し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端

数
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
が
給
料
月
額
の
百
分
の
二
十
五

３

の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
に
係
る
も
の
に
限
る
　
　
　
　
同
条
第
３

号
　
　
　
同
条
第
２
号
　
　
　
　
、
職
員
が
　
　
　
、
当
該
休
職
に
係
る
生
死
不
明
又
は
所
在
不
明

の
原
因
で
あ
る
災
害
に
よ
り
職
員
が
　
　
　
　
一
般
の
派
遣
職
員
の
　
　
　
外
国
派
遣
職
員
の
　

第
２
条
第
３
号
　
　
　
第
２
条
第
２
号
　
　
　
　
（
職
員
が
　
　
　
（
当
該
休
職
に
係
る
生

死
不
明
又
は
所
在
不
明
の
原
因
で
あ
る
災
害
に
よ
り
職
員
が

一
般
の
派
遣
職
員
　
　
　
外
国
派
遣
職
員
並
び
に
公
益
法
人
等
派
遣
職
員
及
び
公
益
法
人
等
へ
の

一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
1
2
年
法
律
第
5
0
号
。
以
下
「
公
益
法
人
等

派
遣
法
」
と
い
う
。
）
第
1
0
条
第
２
項
に
規
定
す
る
退
職
派
遣
者
　
　
　
　
派
遣
先
の
業
務

外
国
派
遣
職
員
の
派
遣
先
の
機
関
の
業
務
並
び
に
公
益
法
人
等
派
遣
条
例
第
２
条
第
４
項
第
１
号
に

規
定
す
る
派
遣
先
団
体
及
び
公
益
法
人
等
派
遣
法
第
1
0
条
第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
法
人
に
お
い

て
就
い
て
い
た
業
務
（
当
該
業
務
に
係
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
2
2
年
法
律
第
5
0
号
）

第
７
条
第
２
項
に
規
定
す
る
通
勤
を
含
む
。
）
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４

を
超
え
る
と
き
は
、
給
料
月
額
の
百
分
の
二
十
五
に
相
当
す
る
額
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

に
つ
い
て
、
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
と

す
る
。

別
表
第
一
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
一
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
一
生
活
環
境
文
化
部
消
防
防
災
課
の
項
及
び
秋
田
県
立
大
学
木
材
高
度
加
工
研
究
所
の

項
を
削
り
、
同
表
太
平
療
育
園
の
項
中
「
看
護
婦
、
看
護
士
及
び
准
看
護
婦
」
を
「
看
護
師
及
び

「

准
看
護
師
」
に
改
め
、
同
表
保
健
所
の
項
中

「
を

」
に
改
め
、
同
表
脳
血
管
研
究
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
看
護

」

婦
、
看
護
士
及
び
准
看
護
婦
」
を
「
看
護
師
及
び
准
看
護
師
」
に
改
め
、
同
表
衛
生
科
学
研
究
所

「

の
項
中

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
に
改
め
、
同
表
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
看
護
婦
及
び
看
護

」
士
」
を
「
看
護
師
」
に
改
め
、
同
表
中
環
境
セ
ン
タ
ー
の
項
、
農
業
試
験
場
の
項
、
果
樹
試
験
場

の
項
、
総
合
食
品
研
究
所
の
項
、
畜
産
試
験
場
の
項
、
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
の
項
、
森
林
技
術
セ

ン
タ
ー
の
項
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
項
及
び
高
度
技
術
研
究
所
の
項
を
削
り
、
同
表
流
域
下
水

道
事
務
所
の
項
中
「
化
学
試
験
技
術
者
」
を
「
水
質
等
の
検
査
又
は
分
析
の
業
務
に
従
事
す
る
こ

総
務
部
総
合
防
災
課

１２

四一

回
転
翼
航
空
機
の
操
縦
に
従
事
す
る
こ
と
を
本
務
と
す
る

職
員

回
転
翼
航
空
機
の
整
備
に
従
事
す
る
こ
と
を
本
務
と
す
る

職
員

秋

田

県

立

大

学

１２３４

三二一

教
授
、
助
教
授
又
は
講
師
で
大
学
院
研
究
科
の
授
業
を
常

時
担
当
す
る
も
の
（
以
下
「
大
学
院
担
当
教
員
」
と
い

う
。
）
の
う
ち
、
大
学
院
研
究
科
の
博
士
後
期
課
程
を
担

当
す
る
者
で
主
任
と
し
て
学
生
に
対
す
る
研
究
指
導
に
従

事
す
る
も
の
（
人
事
委
員
会
の
定
め
る
者
に
限
る
。
）

大
学
院
担
当
教
員
の
う
ち
、
大
学
院
研
究
科
の
博
士
後
期

課
程
を
担
当
す
る
者
（
１
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

大
学
院
担
当
教
員
（
１
及
び
２
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

大
学
院
研
究
科
に
在
学
す
る
学
生
の
指
導
に
常
時
従
事
す

る
助
手
で
知
事
が
人
事
委
員
会
と
協
議
し
て
定
め
る
も
の

等
を
直
接
取
り
扱
う
業
務
に
従

く
。
）

二一

二一

病
理
細
菌
検
査
又
は
理
化
学
試
験
の
業
務

る
職
員

に
従
事
す
る
こ
と
を
本
務
と
す

一

１２３４

病
理
細
菌
技
術
者
（
３
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

化
学
試
験
技
術
者
（
４
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

病
理
細
菌
技
術
者
（
部
長
に
限
る
。
）

化
学
試
験
技
術
者
（
部
長
及
び
栄
養
士
に
限
る
。
）

病
理
細
菌
検
査
又
は
理
化
学
試
験
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
本
務
と
す

る
職
員

一

１２３

病
理
細
菌
技
術
者
（
常
時
危
険
な
病
原
体

事
す
る
者
に
限
る
。
）

病
理
細
菌
技
術
者
（
１
に
掲
げ
る
者
を
除

化
学
試
験
技
術
者

２３

事
す

者

限

）

病
理
細
菌
技
術
者
（
１
に
掲
げ
る
者
を
除

化
学
試
験
技
術
者

病
理
細
菌
検
査
又
は
理
化
学
試
験
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
本
務
と
す

一



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
三
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
得
た
額
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職

を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て

た
額
）
」
を
加
え
る
。

「

「

「

別
表
知
事
部
局
本
庁
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

」

」

「

「

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
公
文
書
館
の
項
中

」

」

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
の
項
中

」

」

「

「

５

と
を
本
務
と
す
る
職
員
」
に
改
め
る
。

（
規
則
七
―
二
（
給
料
の
調
整
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

規
則
七
―
二
（
給
料
の
調
整
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日

公
布
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
に
つ
い
て
は
、
」
の
下
に
「
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い

て
」
を
加
え
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
別
表
第
一
太
平

療
育
園
の
項
、
脳
血
管
研
究
セ
ン
タ
ー
の
項
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

の
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
則
七
―
二
（
給
料
の
調
整
額
）
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と

い
う
。
）
別
表
第
一
の
調
整
数
欄
に
掲
げ
る
調
整
数
（
以
下
「
改
正
後
の
調
整
数
」
と
い
う
。
）

が
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
規
則
七
―
二
（
給
料
の
調
整
額
）
（
以
下
「
改
正
前
の
規
則
」
と

い
う
。
）
別
表
第
一
の
調
整
数
欄
に
掲
げ
る
調
整
数
（
以
下
「
改
正
前
の
調
整
数
」
と
い
う
。
）

に
満
た
な
い
職
を
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
か
ら
引
き
続

き
占
め
る
職
員
に
対
す
る
改
正
後
の
規
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
引
き
続
き
当
該
職
を
占
め
る
間
、
同
項
中
「
掲
げ
る
調

整
数
」
と
あ
る
の
は
、
「
掲
げ
る
調
整
数
に
一
を
加
え
た
数
」
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
給
料
の
調
整
額
を
算
定
さ
れ
る
職
員
に
準
ず
る
と
人
事

委
員
会
が
認
め
る
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４

改
正
後
の
規
則
に
お
い
て
給
料
の
調
整
を
行
う
職
に
該
当
し
な
い
職
で
改
正
前
の
規
則
に
お
い

て
給
料
の
調
整
を
行
う
職
に
該
当
し
て
い
た
も
の
を
施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
占
め
る
場
合

に
は
、
改
正
後
の
規
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
引
き
続
き
当
該
職
を
占
め
る
間
、
当
該
職
を
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
給
料

の
調
整
を
行
う
職
と
み
な
し
て
、
当
該
職
員
に
対
し
、
調
整
数
を
一
と
し
て
改
正
後
の
規
則
第
二

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
額
を
給
料
の
調
整
額
と
し
て
支
給
す
る
。

５

前
項
の
規
定
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
給
料
の
調
整
額
を
支
給
さ
れ
る
職
員
に
準
ず
る
と
人
事

委
員
会
が
認
め
る
職
員
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
補
則
）

６

附
則
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

る
職
員

一

理
事

部
長

出
納
局
長

理
事

部
長

出
納
局
長

森
林
技
監

課
長

室
長

チ
ー
ム
リ

ダ
ー

政
策
監

考
査
員

技
術
管
理

課
長

室
長

チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー

考
査
員

政
策
監

技
術
管
理
監

館
長

ー監

県
税
事
務
所

所
長

館
長

主
幹

課
長

主
任
専
門
員

県
税
事
務
所

消
防
学
校



総
合
生
活
文
化
会
館

消
防
学
校

平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

を
」

「

「

に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
秋
田
県
立
大
学
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

」

「

「

に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
福
祉
事
務
所
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

」

」
「

「

に
、

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
保
健
所
の
項
中

」

」

「

「

「

「

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

を

」

」

」

に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
保
健
所
支
所
の
項
を
削
り
、
同
表
知
事
部
局
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

」

「

「

の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、

」

」

同
表
知
事
部
局
太
平
療
育
園
の
項
中
「
総
看
護
婦
長
」
を
「
総
看
護
師
長
」
に
改
め
、
同
表
知

「

事
部
局
女
性
相
談
所
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局

」

脳
血
管
研
究
セ
ン
タ
ー
の
項
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
総

「

看
護
婦
長
」
を
「
総
看
護
師
長
」
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
の
項
中

「
を

」

「

に
、

」

６

主
幹

課
長

主
任
専
門
員

県
税
事
務
所

消
防
学
校

校
長

所
長

課
長

主
幹

副
校
長

主
任
専
門
員

主
任
専
門
員

学
部
長

事
務
局
次
長

学
部
長

研
究
科
長

事
務
局
次
長

所
長

所
長

所
長

主
任
専
門
員

所
長

次
長

課
長

主
幹

課
長

主
任
専
門
員

主
任
専
門
員

課
長

次
長

課
長

主
幹

館

館
長

支
配
人

校
長

生
活
セ
ン
タ

ー
所
長

主
幹

主
席
専

副
校
長

門
員

主
任
専
門
員

主
任
専
門
員

総
合
生
活
文
化
会
館

館
長

支

配
人

生
活
セ
ン
タ

ー
所
長

主
幹

主
席
専
門
員

主
任
専
門
員

総
合
農
林



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

「
を

」

に
改
め
、
同

」

「

「

表
知
事
部
局
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

「

に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
農
業
試
験
場
の
項
中

」

「

「

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
花
き
種
苗
セ
ン
タ
ー
の
項
中

」

」

「

「

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
の
項
中

」

」

「

「

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
北
海
道
事
務
所
の
項
中

」

」

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局

」

」

「

「

福
岡
事
務
所
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

「

に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
項
中

」

「

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
項
中

」

」

「

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
の
項
中

」

」

７

事
務
所

課
長

主
席
専
門
員

主
任
専
門
員

総
合
農
林
事
務
所
（
北
秋
田

総
合
農
林
事
務
所
、
秋
田
総

合
農
林
事
務
所
及
び
仙
北
総

合
農
林
事
務
所
を
除
く
。
）

総
合
農
林
事
務
所
（
北
秋
田

総
合
農
林
事
務
所
、
秋
田
総

合
農
林
事
務
所
及
び
仙
北
総

合
農
林
事
務
所
に
限
る
。
） 所

長

次
長

所
長

所
長

課
長

主
幹

課
長

主
幹

主
席
専
門
員

主
席
専
門
員

主
任
専
門
員

主
任
専
門
員

部上所

長席
研
究
員

所
長

主
幹

部
長

主
幹

上
席
研
究
員

長

所
長

主
幹

所
長

次
長

主
席
専
門
員

所
長

主
幹

主
席
専
門
員

所
長

上
席
研
究
員

主
席
専
門
技

術
員

主
幹

上
席
研
究
員

主
席
専
門
技

術
員

所
長

主
幹

上
席
研
究
員

主
席
専
門
技

術
員

所
長

上
席
主
幹

所
長

所
長

上
席
主
幹

主
幹

所
長

企
業
専
門
監

室
長

上
席
研
究
員

室
長

部
長

上
席
研
究
員

建
設
事
務
所
（

務
所
を
除
く
。

秋
田
建
設
事
務



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

「
を

」

に
改
め
、
同
表
知

」

「

「

事
部
局
高
速
道
路
対
策
事
務
所
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

「

に
改
め
、
同
表
教
育
委
員
会
教
育
事
務
所
の
項
中

」

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
教
育
委
員
会
教
育
事
務
所
出
張

」

」

「

「

所
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

「

に
改
め
、
同
表
教
育
委
員
会
少
年
自
然
の
家
の
項
中

」
「

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
セ

」

」

「

「

ン
タ
ー
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

「

に
改
め
、
同
表
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
項
中

」

「
を

」

に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
七
（
給
与
の
減
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
七
（
給
与
の
減
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
七
（
給
与
の
減
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
又
は
通
勤
（
」
を
「
若
し
く
は
」
に
、
「
を
い
う
。
）
」
を
「
に
よ
る
負
傷
若
し
く

は
疾
病
（
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

８

秋
田
建
設
事

）所専
門
員

専
門
員

課
長

主
任
専
門
員

課
長

主
任
専
門
員

所
長

所
長

次
長

次
長

主
席

主
席

建
設
事
務
所
（
北
秋
田
建
設

事
務
所
、
秋
田
建
設
事
務
所

及
び
仙
北
建
設
事
務
所
を
除

く
。
）

建
設
事
務
所
（
北
秋
田
建
設

事
務
所
、
秋
田
建
設
事
務
所

及
び
仙
北
建
設
事
務
所
に
限

る
。
）

副
所
長

主
任
専
門
員

副
所
長

主
任
専
門
員

出
張
所
長

主
幹

所
長

出
張
所
長

主
幹 副

所
長

主
任
専
門
員

所
長

副
所
長

主
任
専
門
員

務
所

秋
田
建
設
事
務

所
長

所
長

課
長

主
幹

課
長

主
幹

主
席
専
門
員

主
席
専
門
員

主
任
専
門
員

主
任
専
門
員

主
席
専
門
員

主
席
専
門
員

副
所
長

主
任
専
門
員

副
所
長

主
任
専
門
員

副
所
長
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六
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
二
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
の
派
遣
先
の
業
務
上
の
負

傷
若
し
く
は
疾
病
又
は
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
を
含

む
。
）
又
は
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
六
十

四
号
）
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
の
派
遣
先
団
体
（
同
条
例
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に

規
定
す
る
派
遣
先
団
体
を
い
う
。
）
若
し
く
は
公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
職
派
遣
者
の
特
定

法
人
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
法
人
を
い
う
。
）
の
業
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾
病
若
し
く

は
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通

勤
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
（
宿
日
直
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
（
宿
日
直
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
八
（
宿
日
直
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
五
号
中
「
寮
母
」
を
「
寄
宿
舎
指
導
員
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
看
護
業
務
の
管
理
又
は
監
督
の
業

務
第
四
条
第
三
号
中
「
第
八
号
」
を
「
第
九
号
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
九
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
中
「
の
規
定
に
該
当
し
て
」
を
「
又
は
職
員
の
休
職
の
事
由
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
五
十
四
年
秋
田
県
条
例
第
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
に
該
当

し
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
無
給
派
遣
職
員
（
」
を
削
り
、
「
第
四
条
に
規

定
す
る
一
般
の
派
遣
職
員
」
を
「
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
」
に
、
「
「
一
般
の
派
遣

職
員
」
を
「
「
外
国
派
遣
職
員
」
に
改
め
、
「
を
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
六
号
中
「
第
五
条

の
二
第
一
項
」
を
「
第
五
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七
　
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
四

号
。
以
下
「
公
益
法
人
等
派
遣
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
派
遣
職
員

（
以
下
「
公
益
法
人
等
派
遣
職
員
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
給
与
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
職

員
第
二
条
第
二
号
中
「
掲
げ
る
者
」
の
下
に
「
（
常
勤
で
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
臨
時
的
任
用
職
員
以

外
の
職
員
、
非
常
勤
で
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務

の
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、

同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
規
定
中
「
常
勤
の
職
員
で
臨
時
的
任
用
職
員
以
外
の
も
の
」
を
「
職
員
」
に

改
め
、
同
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
　
そ
の
退
職
に
引
き
続
き
次
に
掲
げ
る
者
と
な
つ
た
者
で
、
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
給
与
に
関

す
る
規
定
に
よ
り
そ
の
退
職
前
の
条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
を
通
算
し

て
期
末
手
当
に
相
当
す
る
手
当
を
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の

イ
　
国
又
は
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
（
前
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員
を
除
く
。
）

ロ
　
公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
号
。
以
下
「
公
益
法
人
等
派
遣
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
職

派
遣
者
（
以
下
「
退
職
派
遣
者
」
と
い
う
。
）

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
準
ず
る
者

第
四
条
中
「
受
け
る
職
員
」
を
「
受
け
る
常
勤
の
職
員
（
臨
時
的
任
用
職
員
及
び
単
純
労
務
の

職
員
を
除
く
。
）
又
は
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
、
「
も
つ
と
も
」
を
「
最
も
」
に
改
め
、

「
（
臨
時
又
は
非
常
勤
の
職
員
及
び
単
純
労
務
の
職
員
を
退
職
し
た
場
合
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。

第
四
条
の
二
中
「
及
び
一
般
の
派
遣
職
員
」
を
「
、
外
国
派
遣
職
員
及
び
公
益
法
人
等
派
遣
職

員
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
三
中
「
第
二
十
一
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
四
第
一
項
中
「
第
二
十
一
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
五
項
」
に
、
「
及
び
一
般

の
派
遣
職
員
」
を
「
、
外
国
派
遣
職
員
及
び
公
益
法
人
等
派
遣
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
第
二
十
一
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
第
一
号
中
「
非
常
勤
の
職
員
」
の
下
に
「
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除

く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
各
号
に
掲
げ
る
者
」
の
下
に
「
（
常
勤
で
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
臨
時
的
任
用

職
員
以
外
の
職
員
、
非
常
勤
で
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
そ
の
他
こ
れ
に
相
当

す
る
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
及
び
第
四
号
」
を
「
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
一

号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「
常
勤
の
職
員
で
臨
時
的
任
用
職
員
以
外
の
も
の
」
を
「
職
員
」
に

改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
前
三
号
」
を
「
前
各
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第

９
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三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
　
退
職
派
遣
者

第
六
条
第
二
項
中
「
及
び
第
四
号
」
を
「
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
五
中
「
第
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
五
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

「
非
常
勤
の
職
員
」
の
下
に
「（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
七
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
　
外
国
派
遣
職
員

第
七
条
第
四
号
中
「
第
五
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
五
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号

中
「
第
一
条
第
七
号
」
を
「
第
一
条
第
八
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
　
公
益
法
人
等
派
遣
職
員

第
八
条
第
一
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
　
そ
の
退
職
に
引
き
続
き
次
に
掲
げ
る
者
と
な
つ
た
者
で
、
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
給
与
に
関

す
る
規
定
に
よ
り
そ
の
退
職
前
の
条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
を
通
算
し

て
勤
勉
手
当
に
相
当
す
る
手
当
を
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の

イ
　
国
又
は
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
（
第
二
条
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
職
員
を
除
く
。
）

ロ
　
退
職
派
遣
者

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
準
ず
る
者

第
十
一
条
第
二
項
第
一
号
中
「
非
常
勤
の
職
員
」
の
下
に
「
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除

く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
第
一
条
第
七
号
」
を
「
第
一
条
第
八
号
」
に
改
め
、
同
項
第

五
号
中
「
又
は
通
勤
（
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
削
り
、
「
一
般
の
派
遣
職
員
」
を
「
外
国
派
遣
職
員
」
に
改
め
、
「
業
務
上
の
負
傷
若

し
く
は
疾
病
又
は
」
の
下
に
「
同
項
に
規
定
す
る
」
を
、
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
又
は
公
益
法
人

等
派
遣
職
員
の
派
遣
先
団
体
（
公
益
法
人
等
派
遣
条
例
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
派
遣
先

団
体
を
い
う
。
）
若
し
く
は
退
職
派
遣
者
の
特
定
法
人
（
公
益
法
人
等
派
遣
法
第
十
条
第
一
項
に
規

定
す
る
特
定
法
人
を
い
う
。
）
の
業
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾
病
若
し
く
は
労
働
者
災
害
補
償
保
険

法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾

病
」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇
（
単
身
赴
任
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇
（
単
身
赴
任
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
一
〇
（
単
身
赴
任
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
に
よ
り
」
の
下
に
「
条
例
第
四
条
第
一
項
の
給
料
表
（
以
下
「
給
料
表
」
と

い
う
。
）
の
適
用
を
受
け
る
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
削

り
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七
　
第
二
号
か
ら
前
号
ま
で
の
規
定
中
「
公
署
を
異
に
す
る
異
動
又
は
在
勤
す
る
公
署
の
移
転
に

伴
い
」
と
あ
る
の
を
「
市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
秋
田

県
条
例
第
五
十
九
号
）
の
適
用
職
員
で
あ
っ
た
者
そ
の
他
第
一
項
に
規
定
す
る
者
か
ら
人
事
交

流
等
に
よ
り
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
こ
と
又
は
復
帰
等
に
伴
い
」

と
、
「
異
動
又
は
公
署
の
移
転
」
と
あ
る
の
を
「
適
用
又
は
復
帰
等
」
と
読
み
替
え
た
場
合

に
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
職
員
た
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
職
員

第
五
条
第
三
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
　
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
四

号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
か
ら
職
務
に
復
帰
し
た
こ
と
又
は
公
益
法
人
等
へ
の

一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
こ
と
（
以
下
「
復
帰
等
」
と
い
う
。
）
に
伴
い
、
住
居
を
移

転
し
、
第
二
条
に
規
定
す
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
同
居
し
て
い
た
配
偶
者
と
別
居
す

る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
で
、
当
該
復
帰
等
の
直
前
の
住
居
か
ら
当
該
復
帰
等
の
直
後
に
在
勤
す

る
公
署
に
通
勤
す
る
こ
と
が
第
三
条
に
規
定
す
る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
の
う
ち
、
単
身
で
生
活
す
る
こ
と
を
常
況
と
す
る
職
員

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
〇
（
寒
冷
地
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
〇
（
寒
冷
地
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
三
〇
（
寒
冷
地
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
の
規
定
に
該
当
し
て
」
を
「
又
は
職
員
の
休
職
の
事
由
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
五
十
四
年
秋
田
県
条
例
第
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
に
該
当

し
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
三
（
給
料
表
の
適
用
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

10
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す
る
。平

成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
三
（
給
料
表
の
適
用
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
三
三
（
給
料
表
の
適
用
範
囲
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
も
の
」
を
「
者
及
び
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を

占
め
る
職
員
（
以
下
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
も
の
」
を
「
者
及
び
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
、
「
寮

母
」
を
「
寄
宿
舎
指
導
員
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
第
四
号
」
の
下
に
「
、
第
六
号
及
び
第
十
号
」
を
加
え
、
同
条
中
第
十
号
を
第
十
二

号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
一
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
　
畜
産
試
験
場

第
六
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
　
衛
生
科
学
研
究
所

第
七
条
中
「
保
健
婦
、
保
健
士
、
助
産
婦
、
看
護
婦
、
看
護
士
、
准
看
護
婦
及
び
准
看
護
士
」
を
　

「
保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
の
改
正
規
定
は
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
五
（
産
業
教
育
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
五
（
産
業
教
育
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
三
五
（
産
業
教
育
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
得
た
額
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職

を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て

た
額
）
」
を
加
え
る
。

第
七
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
公
務
上
負
傷
し
、
若
し
く

は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
通
勤
（
」
を
「
公
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾
病
若
し
く
は
」
に
、
「
を
い

う
。
）
に
よ
り
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
」
を
「
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
（
外
国

の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
秋
田

県
条
例
第
二
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
の
派
遣
先
の
業
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾

病
又
は
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
を
含
む
。
）
又
は
公
益

法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
四
号
）
第
三
条
第

一
号
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
の
派
遣
先
団
体
（
同
条
例
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
派
遣
先

団
体
を
い
う
。
）
若
し
く
は
公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
職
派
遣
者
の
特
定
法
人
（
同
条
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
法
人
を
い
う
。
）
の
業
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾
病
若
し
く
は
労
働
者
災
害

補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤
に
よ
る
負
傷
若

し
く
は
疾
病
の
た
め
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
場
合
」
の
下
に
「
（
人
事

委
員
会
が
定
め
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
八
条
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
係
る
通
勤
手
当
の
減
額
）

第
八
条
の
三

条
例
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
平
均
一
箇
月

当
た
り
の
通
勤
所
要
回
数
が
十
回
に
満
た
な
い
職
員
と
し
、
同
号
の
規
則
で
定
め
る
割
合
は
、
百

分
の
五
十
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
給
料
表
」
を
「
条
例
第
四
条
第
一
項
の
給
料
表
（
以
下
「
給
料
表
」
と
い
う
。）」

に
改
め
る
。

第
十
六
条
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一

号
を
加
え
る
。

一
　
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
四

号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
か
ら
職
務
に
復
帰
し
た
職
員
又
は
公
益
法
人
等
へ
の

一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
の
う
ち
、
条
例
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
三
号

に
掲
げ
る
職
員
で
、
当
該
復
帰
又
は
採
用
の
直
前
の
住
居
（
当
該
復
帰
又
は
採
用
の
日
以
後
に

転
居
す
る
場
合
に
お
い
て
、
特
別
急
行
列
車
等
を
通
勤
の
た
め
利
用
す
る
経
路
に
変
更
が
生
じ

な
い
と
き
の
当
該
転
居
後
の
住
居
及
び
人
事
委
員
会
が
こ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
る
住
居
を
含

む
。
）
か
ら
の
通
勤
の
た
め
、
特
別
急
行
列
車
等
で
そ
の
利
用
が
第
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準

11
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に
照
ら
し
て
通
勤
事
情
の
改
善
に
相
当
程
度
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
利
用

し
、
そ
の
利
用
に
係
る
特
別
料
金
等
を
負
担
す
る
こ
と
を
常
例
と
す
る
も
の
（
当
該
復
帰
又
は

採
用
の
直
前
の
勤
務
地
と
所
在
す
る
地
域
を
異
に
す
る
公
署
に
在
勤
す
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と

に
伴
い
、
通
常
の
通
勤
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
る
場
合
に
は
当
該
復
帰
又
は
採
用
前
の
通
勤
時

間
よ
り
長
時
間
の
通
勤
時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
等
の
通
勤
の
実
情
の
変
更
を
生
ず
る

職
員
で
、
特
別
急
行
列
車
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
通
勤
す
る
こ
と
が
人
事
委
員
会
の
定
め
る
基

準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
二
（
定
時
制
通
信
教
育
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
二
（
定
時
制
通
信
教
育
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
四
二
（
定
時
制
通
信
教
育
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
公
務
上
負
傷
し
、
若
し
く

は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
通
勤
（
」
を
「
公
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾
病
若
し
く
は
」
に
、
「
を
い

う
。
）
に
よ
り
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
」
を
「
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
（
外
国

の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
秋
田

県
条
例
第
二
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
の
派
遣
先
の
業
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾

病
又
は
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤
に
よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
を
含
む
。
）
又
は
公
益

法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
四
号
）
第
三
条
第

一
号
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
の
派
遣
先
団
体
（
同
条
例
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
派
遣
先

団
体
を
い
う
。
）
若
し
く
は
公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
職
派
遣
者
の
特
定
法
人
（
同
条
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
法
人
を
い
う
。
）
の
業
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾
病
若
し
く
は
労
働
者
災
害

補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤
に
よ
る
負
傷
若

し
く
は
疾
病
の
た
め
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
定
時
制
通
信
教
育
手
当
の
額
の
端
数
計
算
）

第
四
条

法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、

条
例
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
定
時
制
通
信
教
育
手
当
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
を
も
つ
て
当
該
職
員
の
定
時
制
通
信
教
育
手
当
の

額
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
五
（
初
任
給
調
整
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
五
（
初
任
給
調
整
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
四
五
（
初
任
給
調
整
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に

関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
四
号
）
第
二
条
第
二
項
」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
六
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
六
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
四
六
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
保
健
婦
又
は
保
健
士
」
を
「
保
健
師
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
農
産
園
芸
課
」
を
「
水
田
総
合
利
用
推
進
課
、
消
防
学
校
」
に
改
め
、
「
総

合
生
活
文
化
会
館
」
の
下
に
「
、
環
境
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
、
「
、
消
防
学
校
」
を
削
り
、
「
果
樹

試
験
場
」
の
下
に
「
、
総
合
食
品
研
究
所
」
を
、
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」
の
下
に
「
、
高
度
技
術

研
究
所
」
を
加
え
る
。

第
九
条
第
一
項
の
表
及
び
第
十
四
条
中
「
農
政
部
、
林
務
部
」
を
「
農
林
水
産
部
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
に
手
当
の
額
が
月
で
定
め
ら
れ
て
い
る
特
殊
勤
務
手
当
（
病
害

虫
防
除
手
当
及
び
職
業
訓
練
手
当
を
除
く
。
）
を
支
給
す
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
者
の
当
該
手
当

の
額
は
、
こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
受
け
る
べ
き
額
に
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
（
平
成
七
年
秋
田
県
条
例
第
三
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤

務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

３

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
、
手
当
の
額
が
月
で
定
め
ら
れ
て
い
る
特
殊
勤
務
手
当
の

額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
を
も
つ
て
当
該
職
員
の
特

殊
勤
務
手
当
の
額
と
す
る
。

12
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附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
の
改
正
規
定
は
、
公

布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
〇
（
農
林
漁
業
改
良
普
及
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
〇
（
農
林
漁
業
改
良
普
及
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
五
〇
（
農
林
漁
業
改
良
普
及
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
支
給
要
件
は
」
の
下
に
「
、
常
勤
の
専
門
技
術
員
又
は
普
及
員
と
し
て
」
を
加
え
、

「
同
項
各
号
」
を
「
条
例
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
「
（
以
下
「
普
及
事

務
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
又
は
通
勤
（
」
を
「
若
し
く
は
」
に
、
「
を
い
う
。
）
」
を
「
に

よ
る
負
傷
若
し
く
は
疾
病
（
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関

す
る
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
二
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
の
派
遣

先
の
業
務
上
の
負
傷
若
し
く
は
疾
病
又
は
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤
に
よ
る
負
傷
若
し

く
は
疾
病
を
含
む
。
）
又
は
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
秋
田

県
条
例
第
六
十
四
号
）
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
の
派
遣
先
団
体
（
同
条
例
第
二
条
第

四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
派
遣
先
団
体
を
い
う
。
）
若
し
く
は
公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公

務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
職

派
遣
者
の
特
定
法
人
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
法
人
を
い
う
。
）
の
業
務
上
の
負
傷
若
し
く

は
疾
病
若
し
く
は
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
七
条
第
二
項
に

規
定
す
る
通
勤
」
に
、
「
に
な
る
よ
う
、
普
及
事
務
に
従
事
し
て
い
る
」
を
「
と
な
る
」
に
改
め

る
。第

四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
職
員
の
指
定
）

第
四
条

条
例
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
支
給
割
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
職
員
と
す
る
。

一
　
百
分
の
六
　
規
則
七
―
三
（
管
理
職
手
当
）
別
表
に
規
定
す
る
割
合
が
百
分
の
十
四
、
百
分

の
十
二
又
は
百
分
の
十
と
さ
れ
て
い
る
職
を
占
め
る
職
員

二
　
百
分
の
四
　
規
則
七
―
三
（
管
理
職
手
当
）
別
表
に
規
定
す
る
割
合
が
百
分
の
十
六
と
さ
れ

て
い
る
職
を
占
め
る
職
員

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
六
（
調
整
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
六
（
調
整
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
五
六
（
調
整
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
第
二
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
四
項
及
び
第
五
項
」
に
改

め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
一
（
住
居
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
一
（
住
居
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
六
一
（
住
居
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
三
中
「
同
項
第
二
号
」
を
「
同
項
第
三
号
」
に
改
め
、
「
引
き
続
き
」
の
下
に
「
条
例

第
四
条
第
一
項
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
」
を
加
え
、
「
、
当
該
職
員
と
な
つ
た
と
き
」
を
「
当

該
適
用
、
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
四

号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
か
ら
職
務
に
復
帰
し
た
職
員
又
は
公
益
法
人
等
へ
の
一
般

職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
に
あ
つ
て
は
当
該
復
帰
又
は
採
用
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
二
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
二
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
六
二
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
に
よ
り
」
の
下
に
「
条
例
第
四
条
第
一
項
の
給
料
表
（
以
下
「
給
料
表
」
と

い
う
。
）
の
適
用
を
受
け
る
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

条
例
第
十
三
条
の
三
第
二
項
の
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権

衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す

る
。
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一
　
公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第

五
十
号
。
以
下
「
公
益
法
人
等
派
遣
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ

れ
、
特
地
公
署
又
は
準
特
地
公
署
に
在
勤
す
る
こ
と
と
な
つ
た
職
員
で
、
当
該
公
署
に
在
勤
す

る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
に
伴
つ
て
住
居
を
移
転
し
た
も
の

二
　
新
た
に
特
地
公
署
又
は
準
特
地
公
署
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
公
署
に
在
勤
す
る
職
員
で

そ
の
特
地
公
署
又
は
準
特
地
公
署
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
（
以
下
「
指
定
日
」
と
い

う
。
）
前
三
年
以
内
に
、
市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
秋

田
県
条
例
第
五
十
九
号
）
の
適
用
職
員
で
あ
つ
た
者
又
は
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
人
事

交
流
等
に
よ
り
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
り
、
又
は
公
益
法
人
等
派
遣
法

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
、
当
該
公
署
に
在
勤
す
る
こ
と
と
な
つ
た
こ
と
に
伴

つ
て
住
居
を
移
転
し
た
も
の

第
五
条
第
四
項
第
一
号
中
「
引
き
続
き
」
の
下
に
「
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
」
を
、
「
移
転
し

た
職
員
」
の
下
に
「
又
は
前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
」
を
加
え
、
「
職
員
と
な
つ
た
」
を
「
当

該
職
員
が
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
つ
た
日
又
は
公
益
法
人
等
派
遣
法
第
十
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
前
項
」
を
「
前
項
第
二
号
」
に
、
「
職
員

と
な
つ
た
」
を
「
当
該
職
員
が
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
つ
た
日
又
は
公
益
法
人
等
派
遣

法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
四
（
教
職
調
整
額
の
支
給
方
法
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
四
（
教
職
調
整
額
の
支
給
方
法
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
六
四
（
教
職
調
整
額
の
支
給
方
法
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

教
職
調
整
額
の
支
給
方
法
等

「
昭
和
四
十
六
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
六
号
」
の
下
に
「
。
次
条
に
お
い
て
「
特
別
措
置
条
例
」

と
い
う
。
」
を
加
え
、
本
則
を
第
一
条
と
し
、
同
条
に
見
出
し
と
し
て
「
（
教
職
調
整
額
の
支
給
方

法
）
」
を
付
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
教
職
調
整
額
の
端
数
計
算
）

第
二
条

法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、

特
別
措
置
条
例
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
教
職
調
整
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
を
も
つ
て
当
該
職
員
の
教
職
調
整
額
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
五
（
教
員
特
殊
業
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。平

成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
五
（
教
員
特
殊
業
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
六
五
（
教
員
特
殊
業
務
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
ロ
及
び
第
五
号
ロ
中
「
週
休
日
等
以
外
の
土
曜
日
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
」
を

「
四
時
間
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
れ
て
い
る
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
六
（
時
間
外
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
六
（
時
間
外
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
六
六
（
時
間
外
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
中
「
第
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
第
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
ロ
中
「
時
間

（
」
の
下
に
「
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
れ
た
職
員
及

び
」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
一
号
ロ
の
改
正
規

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
七
五
（
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
七
五
（
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
七
五
（
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
常
時
勤
務
の
者
」
を
「
常
勤
の
者
及
び
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短

14
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時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
寮

母
」
を
「
寄
宿
舎
指
導
員
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
各
号
に
掲
げ
る
額
」
の
下
に
「
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額

に
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
秋
田
県
条
例
第
三
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数

を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た

額
と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
号
給
（
」
の
下
に
「
そ
の
者
が
、
」
を
加
え
、
「
に

あ
つ
て
は
」
を
「
で
あ
る
と
き
は
」
に
、
「
の
最
高
号
給
。
」
を
「
及
び
そ
の
級
の
最
高
の
号
給
と

し
、
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
属
す
る
職
務
の
級
と
す

る
。
」
に
改
め
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

15
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16

別表（第四条関係）

教育職給料表　の適用を受ける者

職務の級

号給

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

職員の

区　分

再

任

用

職

員

以

外

の

職

員

再任用

職　員

１　　　級

円

―

5,000

5,200

5,400

5,600

5,900

6,200

6,500

6,800

7,100

7,400

7,700

8,000

8,300

8,600

8,800

9,100

9,400

9,700

9,900

10,200

10,400

10,600

10,800

11,000

11,200

11,400

11,500

11,600

11,700

11,900

12,000

12,100

12,300

12,400

12,500

12,600

12,800

12,900

13,000

8,000

２　　　級

円

―

6,300

6,600

7,000

7,300

7,600

7,900

8,300

8,900

9,300

9,700

10,500

10,900

11,300

12,100

12,500

12,900

13,300

13,700

14,000

14,400

14,700

15,000

15,400

15,700

16,000

16,300

16,500

16,800

17,000

17,200

17,400

17,600

9,700

３　　　級

円

11,100

11,500

12,400

12,800

13,200

13,600

14,000

14,400

14,800

15,100

15,500

15,900

16,300

16,700

17,100

17,400

17,700

18,000

18,300

18,500

18,700

18,900

19,100

12,800

４　　　級

円

15,000

15,400

15,800

16,300

16,700

17,100

17,500

17,900

18,300

18,700

19,000

19,400

19,600

19,900

20,200

16,300

（二）
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附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
二
（
休
職
者
の
給
与
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
二
（
休
職
者
の
給
与
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
八
二
（
休
職
者
の
給
与
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
又
は
第
二
号
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
条
第
三
号
」
を
「
第
二
条

第
二
号
」
に
、
「
そ
の
原
因
で
あ
る
災
害
が
」
を
「
当
該
休
職
に
係
る
生
死
不
明
又
は
所
在
不
明
の

原
因
で
あ
る
災
害
に
よ
り
職
員
が
」
に
、
「
又
は
通
勤
（
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
を
い

う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
「
第
四
条
に
規
定
す
る
一
般
の
派
遣
職
員
」
を

「
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
」
に
改
め
、
「
業
務
上
の
災
害
又
は
」
の
下
に
「
同
法
第

二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
、
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
又
は
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等

に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
条
例
第
六
十
四
号
）
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
派
遣
職
員

の
派
遣
先
団
体
（
同
条
例
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
派
遣
先
団
体
を
い
う
。
）
若
し
く
は

公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
五
十

号
）
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
退
職
派
遣
者
の
特
定
法
人
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
法
人

を
い
う
。
）
の
業
務
上
の
災
害
若
し
く
は
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十

号
）
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
勤
に
よ
る
災
害
を
受
け
た
」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
二
（
特
例
一
時
金
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
二
（
特
例
一
時
金
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
九
二
（
特
例
一
時
金
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
中
「
に
該
当
し
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
三
条
第
一

項
」
の
下
に
「
及
び
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
条
例

第
六
十
四
号
）
第
三
条
第
一
号
」
を
加
え
る
。

第
二
条
第
二
号
中
「
非
常
勤
の
職
員
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短

時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
三
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

条
例
附
則
第
八
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
基
準
日
に
お
い
て
規
則
七
―
七
（
給
与

の
減
額
）
（
以
下
「
規
則
七
―
七
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
し
、

同
号
の
規
則
で
定
め
る
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る

額
と
す
る
。

一
　
基
準
日
に
お
い
て
条
例
第
五
条
の
四
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
あ
る
者
（
第
三
号
に

掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

千
五
百
九
十
六
円
（
無
給
期
間
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規

定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
）
に
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
秋

田
県
条
例
第
三
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条

第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

二
　
基
準
日
に
お
い
て
規
則
七
―
七
第
三
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
あ
る
者
（
次
号
に

掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

千
五
百
九
十
六
円
（
無
給
期
間
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規

定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
）
か
ら
そ
の
半
額
を
減
じ
た
額

三
　
基
準
日
に
お
い
て
条
例
第
五
条
の
四
及
び
規
則
七
―
七
第
三
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職

員
で
あ
る
者
　
第
一
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
か
ら
そ
の
半
額
を
減
じ
た
額

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
三
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
給
料
月
額
の
端
数
計
算
）
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
三
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
給
料
月
額
の
端
数
計
算
）

法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
秋
田
県
条
例
第
二
十
二
号
）
第
五
条
の
四
の
規
定

に
よ
る
給
料
月
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
を
も
っ
て
当

該
職
員
の
給
料
月
額
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

17

人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷

人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
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規
則
八
―
六
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中
「
八
時
間
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す

る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て

は
、
当
該
職
員
の
条
例
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
四
週
間
ご
と
の
期
間
に
お
け
る
勤
務
時
間
を
当

該
期
間
に
お
け
る
同
項
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
の
日
数
で
除
し
て
得
た
時

間
）
」
を
加
え
る
。

第
四
条
中
「
第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
及
び
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
勤
務
時
間
」
を
「
第
八
条
の

二
第
二
項
に
規
定
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
二
中
「
も
の
は
、
請
求
に
係
る
子
の
同
居
の
親
族
の
う
ち
十
六
歳
以
上
の
者
で
あ
っ

て
」
を
「
者
は
」
に
、
「
す
る
も
の
」
を
「
す
る
者
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
三
第
一
項
中
「
深
夜
勤
務
制
限
請
求
書
」
を
「
深
夜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
制
限
請
求

書
」
に
、
「
制
限
期
間
」
を
「
深
夜
勤
務
制
限
期
間
」
に
、
「
制
限
開
始
日
」
を
「
深
夜
勤
務
制
限

開
始
日
」
に
、
「
制
限
終
了
日
」
を
「
深
夜
勤
務
制
限
終
了
日
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
四
第
一
項
中
「
制
限
開
始
日
」
を
「
深
夜
勤
務
制
限
開
始
日
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号

及
び
第
三
号
中
「
職
員
」
を
「
当
該
請
求
を
し
た
職
員
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
深
夜
」
を

「
当
該
請
求
を
し
た
職
員
の
配
偶
者
で
当
該
請
求
に
係
る
子
の
親
で
あ
る
も
の
が
、
深
夜
」
に
、

「
請
求
に
係
る
子
」
を
「
子
」
に
、
「
当
該
子
の
同
居
の
親
族
」
を
「
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
制
限
開
始
日
か
ら
制
限
終
了
日
」
を
「
深
夜
勤
務
制
限
開
始
日
か
ら
深
夜
勤
務
制
限
終
了

日
」
に
、
「
制
限
期
間
」
を
「
深
夜
勤
務
制
限
期
間
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
お
い
て
」
を

「
お
い
て
は
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
六
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
深
夜
勤
務
」
を
「
勤
務
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
の

九
と
す
る
。

第
五
条
の
五
中
「
前
三
条
」
を
「
第
五
条
の
三
、
第
五
条
の
四
（
第
一
項
第
四
号
を
除
く
。
）
、

第
五
条
の
六
及
び
第
五
条
の
七
（
第
一
項
第
四
号
並
び
に
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。）」

に
、
「
第
五
条
の
二
中
「
子
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
養
育
」
と
あ
る

の
は
「
介
護
」
と
、
前
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
五
条
の
四
第
一
項
第
一
号
」
に
、
「
職
員
の
」

を
「
当
該
請
求
を
し
た
職
員
の
」
に
、
「
職
員
と
の
」
を
「
当
該
請
求
を
し
た
職
員
と
の
」
に
、

「
同
項
第
四
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、
「
、
「
養
育
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
」
を

「「
、
同
項
第
二
号
中
「
子
が
離
縁
又
は
養
子
縁
組
の
取
消
し
に
よ
り
当
該
請
求
を
し
た
職
員
の
子
で

な
く
な
っ
た
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
と
当
該
請
求
を
し
た
職
員
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
」

と
、
同
項
第
三
号
中
「
子
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ

る
の
は
「
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
の
八
と
す
る
。

第
五
条
の
四
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
育
児
を
行
う
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
制
限
）

第
五
条
の
五

条
例
第
八
条
の
二
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
者
と
す
る
。

一
　
就
業
し
て
い
な
い
者
（
就
業
回
数
が
一
月
に
つ
き
三
回
以
下
の
者
を
含
む
。）
で
あ
る
こ
と
。

二
　
負
傷
、
疾
病
又
は
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
の
障
害
に
よ
り
請
求
に
係
る
子
を
養
育
す
る
こ

と
が
困
難
な
状
態
に
あ
る
者
で
な
い
こ
と
。

三
　
六
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
週
間
）
以
内
に
出
産
す
る
予
定
の
者
又
は

出
産
後
八
週
間
を
経
過
し
な
い
者
で
な
い
こ
と
。

第
五
条
の
六

条
例
第
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
は
、
深
夜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
制
限

請
求
書
（
様
式
第
一
号
）
に
よ
り
、
正
規
の
勤
務
時
間
以
外
の
時
間
に
お
け
る
勤
務
（
以
下
「
時

間
外
勤
務
」
と
い
う
。
）
の
制
限
を
請
求
す
る
一
の
期
間
に
つ
い
て
、
そ
の
初
日
（
以
下
「
時
間

外
勤
務
制
限
開
始
日
」
と
い
う
。
）
及
び
期
間
（
一
年
又
は
一
年
に
満
た
な
い
月
を
単
位
と
す
る

期
間
に
限
る
。
）
を
明
ら
か
に
し
て
、
時
間
外
勤
務
制
限
開
始
日
の
前
日
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

前
項
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
任
命
権
者
は
、
条
例
第
八
条
の
二
第
二
項
に
規
定

す
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
当
該
請
求
を

し
た
職
員
に
対
し
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

任
命
権
者
は
、
第
一
項
の
請
求
が
、
当
該
請
求
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
週
間
を

経
過
す
る
日
（
以
下
「
一
週
間
経
過
日
」
と
い
う
。
）
前
の
日
を
時
間
外
勤
務
制
限
開
始
日
と
す

る
請
求
で
あ
っ
た
場
合
で
、
条
例
第
八
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置
を
講
ず
る
た
め
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
時
間
外
勤
務
制
限
開
始
日
か
ら
一
週
間
経
過
日
ま
で
の
間
の
い

ず
れ
か
の
日
に
時
間
外
勤
務
制
限
開
始
日
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

任
命
権
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
時
間
外
勤
務
制
限
開
始
日
を
変
更
し
た
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
時
間
外
勤
務
制
限
開
始
日
を
当
該
変
更
前
の
時
間
外
勤
務
制
限
開
始
日
の
前
日
ま
で
に

当
該
請
求
を
し
た
職
員
に
対
し
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

任
命
権
者
は
、
第
一
項
の
請
求
に
係
る
事
由
に
つ
い
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
当
該
請
求
を
し
た
職
員
に
対
し
て
証
明
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
の
七

前
条
第
一
項
の
請
求
が
さ
れ
た
日
か
ら
時
間
外
勤
務
制
限
開
始
日
の
前
日
ま
で
の
間

に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
請
求
は
、
さ
れ

な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

一
　
当
該
請
求
に
係
る
子
が
死
亡
し
た
こ
と
。

二
　
当
該
請
求
に
係
る
子
が
離
縁
又
は
養
子
縁
組
の
取
消
し
に
よ
り
当
該
請
求
を
し
た
職
員
の
子

で
な
く
な
っ
た
こ
と
。

三
　
当
該
請
求
を
し
た
職
員
が
当
該
請
求
に
係
る
子
と
同
居
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。

四
　
当
該
請
求
を
し
た
職
員
の
配
偶
者
で
当
該
請
求
に
係
る
子
の
親
で
あ
る
も
の
が
、
常
態
と
し

て
当
該
子
を
養
育
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
、
第
五
条
の
五
に
規
定
す
る
者
が
い
る
こ

と
と
な
っ
た
こ
と
。
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２

時
間
外
勤
務
制
限
開
始
日
か
ら
起
算
し
て
前
条
第
一
項
の
請
求
に
係
る
期
間
を
経
過
す
る
日
の

前
日
ま
で
の
間
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定

に
よ
る
請
求
は
、
時
間
外
勤
務
制
限
開
始
日
か
ら
当
該
事
由
が
生
じ
た
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て

の
請
求
で
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

一
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
事
由
が
生
じ
た
こ
と
。

二
　
当
該
請
求
に
係
る
子
が
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
し
た
こ
と
。

３

前
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
職
員
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
任
命
権
者
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
条
第
五
項
の
規
定
は
、
前
項
の
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
七
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
次
号
」
を
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及

び
次
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
得
た
日
数
」
の
下
に
「
（
こ
の
号
に
掲
げ
る
職
員
が
再
任
用

職
員
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員

を
い
う
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
等
を
考
慮

し
、
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
日
数
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

条
例
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一
　
当
該
年
の
前
年
に
お
い
て
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年

秋
田
県
条
例
第
六
十
四
号
。
以
下
「
公
益
法
人
等
派
遣
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
号
に

規
定
す
る
派
遣
職
員
で
あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
引
き
続
き
当
該
年
に
職
務
に
復
帰
し
た
も
の

二
　
当
該
年
の
前
年
に
お
い
て
職
員
で
あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
引
き
続
き
当
該
年
に
地
方
公
営
企
業

労
働
関
係
法
適
用
職
員
等
と
な
り
引
き
続
き
再
び
職
員
と
な
っ
た
も
の

三
　
当
該
年
の
前
年
に
お
い
て
職
員
で
あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
引
き
続
き
当
該
年
に
公
益
法
人
等
派

遣
条
例
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
と
な
り
引
き
続
き
職
務
に
復
帰
し
た
も
の

第
七
条
第
四
項
中
「
減
じ
て
得
た
日
数
」
の
下
に
「
（
同
号
に
掲
げ
る
職
員
が
再
任
用
職
員
で
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
等
を
考
慮
し
、
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
日
数
）
」

を
加
え
、
同
条
を
第
七
条
の
三
と
し
、
第
六
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
年
次
休
暇
の
日
数
）

第
七
条

条
例
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
数
は
、
二
十
日
に
再
任

用
短
時
間
勤
務
職
員
の
一
週
間
の
勤
務
日
の
日
数
を
五
日
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
日
数

（
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
又
は
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
な
い
職
員

に
あ
っ
て
は
、
百
六
十
時
間
に
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
四
十
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
時
間
数
を
、
一
日
当
た

り
の
平
均
勤
務
時
間
数
（
そ
の
者
の
条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
四
週
間
を

超
え
な
い
期
間
に
お
け
る
勤
務
時
間
数
を
当
該
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
条
例
第
三
条
第
二
項

た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
の
日
数
で
除
し
て
得
た
時
間
数
を
い

う
。
）
を
一
日
と
し
て
日
に
換
算
し
て
得
た
日
数
（
一
日
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

四
捨
五
入
し
て
得
た
日
数
）
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
日
数
が
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
四
十
九
号
）
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
付
与
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
日
数
を
下
回

る
場
合
に
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
付
与
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
日
数
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
年
の
中
途
に
お
い
て
新
た
に
職
員
と
な
っ
た
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
の
年
次
休
暇
の
日
数
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
等
を
考
慮
し
、
人
事
委
員
会
が
別
に

定
め
る
日
数
と
す
る
。

第
七
条
の
二

労
働
基
準
法
第
三
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
継
続
勤
務
年
数
の
計
算

に
当
た
り
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
採
用
後
の

勤
務
が
退
職
以
前
の
勤
務
と
継
続
す
る
も
の
と
さ
れ
る
職
員
の
当
該
採
用
さ
れ
た
年
に
お
け
る
年

次
休
暇
の
日
数
は
、
当
該
採
用
後
の
勤
務
と
退
職
以
前
の
勤
務
と
が
継
続
す
る
も
の
と
み
な
し
た

場
合
に
お
け
る
日
数
と
す
る
。

第
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
七
条
に
規
定
す
る
一
週
間
ご
と
の
勤
務
日
の
日
数
又
は
勤
務

日
ご
と
の
勤
務
時
間
の
時
間
数
が
同
一
で
な
い
職
員
の
年
次
休
暇
の
単
位
は
、
一
時
間
と
す
る
。

第
十
二
条
の
表
妊
産
婦
保
健
指
導
・
健
康
診
査
休
暇
の
項
中
「
助
産
婦
」
を
「
助
産
師
」
に
改

め
、
同
表
夏
季
休
暇
の
項
中
「
五
日
」
の
下
に
「
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の

者
の
勤
務
時
間
等
を
考
慮
し
て
、
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
日
数
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
の
見
出
し
中
「
臨
時
」
を
「
臨
時
の
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
非
常
勤
の

職
員
」
の
下
に
「
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同

条
第
三
項
中
「
臨
時
」
を
「
臨
時
の
職
員
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
中
「
第
七
条
」
を
「
第
七
条
の
三
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

19
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様式第１号　深夜勤務・時間外勤務制限請求書（第５条の３、第５条の６関係）

（Ａ４判）

深夜勤務・時間外勤務制限請求書

請求年月日　　　　年　　月　　日　

任命権者

様

□　子を養育する ため、職員の勤務時間、休暇等に関する条例第８条の２第１項（第２項・第３項）の規
□　要介護者を介護する

□　深夜における勤務定により、次のとおり　　　　　　　　　　　の制限を請求します。□　時間外勤務

所属課所名

職　名

氏　名　　　　　　　　　　　　　w

１　請求に係る子又は要

介護者に関する事項

２　職員の配偶者で当該

子の親である者の有無

及び状況

□深夜において就業している。（深夜における勤務の制

限を請求する場合で、該当するときのみ記入）

□就業している。（時間外勤務の制限を請求する場合で、

該当するときのみ記入）

□負傷、疾病、身体上又は又は精神上の障害により養育

が困難である。

□出産前６週間（多胎妊娠の場合にあっては、14週間）

又は出産後８週間以内である。

□上記のいずれにも該当しない。 (養育が可能)

３　要介護者の状態及び

具体的な介護の内容

４　請求に係る期間 深 夜 に お け る
勤 務 の 制 限

時間外勤務の制限　
制限開始日　　年　　月　　日から

□　１年　□　１年に満たない期間（ ）月

制限開始日　　年　　月　　日から　□　毎日

制限終了日　　年　　月　　日まで　□　その他（ ）

氏 　 　 　 　 名

職 員 と の 続 柄

生 年 月 日 年　　月　　日生（□出産予定日）

年　　月　　日養子縁組の効力が生じた日

□　有 □　無



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

様
式
第
三
号
及
び
様
式
第
四
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
九
―
六
（
職
員
の
定
年
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷

人
事
委
員
会
規
則
九
―
六
（
職
員
の
定
年
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
九
―
六
（
職
員
の
定
年
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
及
び
第
五
条
第
四
項
」
を
削
る
。

第
四
条
及
び
第
五
条
を
削
る
。

第
六
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、
「
、
第
六
号
又
は
第
十
号
」
を
「
又
は
第
六
号
」

に
、
「
替
え
る
」
を
「
代
え
る
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
削
り
、
同
条
を
第
四

条
と
す
る
。

第
七
条
中
「
並
び
に
前
年
の
五
月
一
日
以
後
の
一
年
間
に
お
け
る
再
任
用
及
び
再
任
用
の
任
期
の

更
新
の
状
況
」
を
削
り
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、
第
八
条
を
第
六
条
と
す
る
。

附
則
第
二
項
の
表
中
第
四
条
の
項
を
削
り
、
同
表
中
「
第
六
条
第
一
号
」
を
「
第
四
条
第
一
号
」

に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
九
―
八
（
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
）

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷

人
事
委
員
会
規
則
九
―
八
（
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇

等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
九
―
八
（
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
及
び
第
二
条
中
「
第
二
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
九
―
九
（
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
）
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

21

３
月

６
月

注

１　１の「生年月日」欄は、子を養育するための請求の場合のみ記入すること。なお、請求に係る子が請求の際に

出生していない場合には、「生年月日」欄に出産予定日を記入し、□出産予定日にレ印を記入すること。

２　１の「養子縁組の効力が生じた日」欄は、子を養育するための請求の場合のみ記入すること。

３　２の欄は、子を養育するための請求の場合のみ記入すること。

４　２の欄中「就業している」とは、就業回数が１月につき３回を超えることをいう。

５　３の欄は、要介護者を介護するための請求の場合のみ記入すること。

６　４の欄に、子を養育するために深夜における勤務の制限を請求する場合には、当該請求に係る子が満６歳に達

する日以後の最初の３月31日以前の日を制限終了日として記入すること。
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秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
九
―
九
（
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
）

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
秋
田
県

条
例
第
六
十
四
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
第
三
号
、
第
六

条
、
第
九
条
、
第
十
六
条
並
び
に
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣

等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
団
体
）

第
二
条

条
例
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
団
体
は
、
別
表
に
掲
げ
る
団
体
と
す

る
。

（
派
遣
の
対
象
と
な
ら
な
い
職
員
の
特
例
）

第
三
条

条
例
第
二
条
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
官
職
に
正
式
に
採
用
さ
れ

て
い
た
者
又
は
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
の
職
に
正
式
に
採
用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
っ
て
、
引

き
続
き
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

（
派
遣
職
員
の
職
務
復
帰
時
に
お
け
る
給
与
の
取
扱
い
）

第
四
条

条
例
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
（
企
業
職
員
（
地
方
公
営
企
業
労
働
関
係
法

（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
第
三
条
第
二
項
の
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で

あ
る
派
遣
職
員
、
単
純
労
務
職
員
（
地
方
公
務
員
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇

用
さ
れ
る
職
員
で
あ
っ
て
、
企
業
職
員
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
派
遣
職
員

及
び
県
費
負
担
教
職
員
（
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年

法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
費
負
担
教
職
員
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
で
あ
る
派
遣
職
員
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
「
派
遣
職
員
」
と
い
う
。
）
が
職
務
に
復
帰

し
た
場
合
に
お
い
て
、
部
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
上
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
規
則
七
―
〇
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
（
以
下
「
規
則
七
―
〇
」
と
い
う
。
）

第
二
十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
職
務
に
応
じ
た
職
務
の

級
に
昇
格
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
規
則
七
―
〇
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
務
の
級
へ
の
昇
格
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

か
じ
め
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
る
こ
と
。

二
　
前
号
に
規
定
す
る
職
務
の
級
以
外
の
職
務
の
級
へ
の
昇
格
に
つ
い
て
は
、
そ
の
職
務
の
級

に
つ
い
て
規
則
七
―
〇
別
表
第
二
の
級
別
資
格
基
準
表
（
以
下
「
級
別
資
格
基
準
表
」
と
い

う
。
）
に
定
め
る
必
要
経
験
年
数
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

２

勤
務
成
績
が
特
に
良
好
で
あ
る
職
員
に
対
す
る
前
項
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
級

別
資
格
基
準
表
に
定
め
る
必
要
経
験
年
数
に
百
分
の
八
十
以
上
百
分
の
百
未
満
の
割
合
を
乗
じ
て

得
た
年
数
を
も
っ
て
、
同
表
の
必
要
経
験
年
数
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条

派
遣
職
員
が
職
務
に
復
帰
し
た
場
合
に
お
い
て
、
部
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
上
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
派
遣
職
員
に
係
る
派
遣
の
期
間
を
百
分
の
百
以
下
の
換
算
率

に
よ
り
換
算
し
て
得
た
期
間
を
引
き
続
き
勤
務
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
そ
の
職
務
に
復
帰
し
た

日
又
は
そ
の
日
か
ら
一
年
以
内
の
規
則
七
―
〇
第
三
十
六
条
に
定
め
る
昇
給
の
時
期
に
、
昇
給
の

場
合
に
準
じ
て
そ
の
者
の
給
料
月
額
を
調
整
し
、
又
は
当
該
期
間
の
範
囲
内
で
そ
の
職
務
に
復
帰

し
た
日
の
翌
日
以
後
の
最
初
の
昇
給
に
係
る
昇
給
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
給
料
月
額
を
調
整
さ
れ
た
者
の
う
ち
そ
の
調
整
に
際
し
て
余
剰
の
期
間
を

生
ず
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
余
剰
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
の
範
囲
内
で
、
そ
の
者
の
同
項
の

規
定
に
よ
る
調
整
後
の
最
初
の
昇
給
に
係
る
昇
給
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

派
遣
職
員
が
職
務
に
復
帰
し
た
場
合
に
お
け
る
給
料
月
額
の
調
整
等
に
つ
い
て
、
前
二
項
の
規

定
に
よ
る
場
合
に
は
部
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
を
著
し
く
失
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ

れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ら
か
じ
め
人
事
委
員
会
と
協
議
し
て
、
そ
の
者
の
給
料
月
額
を

調
整
し
、
又
は
昇
給
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
派
遣
職
員
に
関
す
る
報
告
）

第
六
条

任
命
権
者
は
、
職
員
派
遣
（
条
例
第
二
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
職
員
派
遣
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
っ
た
場
合
は
そ
の
職
員
派
遣
後
六
十
日
以
内
に
、
職
員
派
遣
に
係
る
派

遣
先
団
体
（
同
号
に
規
定
す
る
派
遣
先
団
体
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
派
遣
期
間
、
派
遣
先
団

体
に
お
け
る
処
遇
の
状
況
等
を
人
事
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

任
命
権
者
は
、
職
員
派
遣
の
期
間
中
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
人
事
委
員
会
に
報
告
し
た
内
容
に

変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
変
更
の
内
容
を
人
事
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

任
命
権
者
は
、
条
例
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
が
職
務
に
復
帰
し
た
場
合
は
、
そ

の
復
帰
後
六
十
日
以
内
に
、
復
帰
し
た
職
員
の
復
帰
後
の
処
遇
の
状
況
等
を
人
事
委
員
会
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
採
用
さ
れ
た
職
員
に
対
す
る
級
別
資
格
基
準
表
の
適
用
方
法
等
の
特
例
）

第
七
条

公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
企
業

職
員
で
あ
る
職
員
、
単
純
労
務
職
員
で
あ
る
職
員
及
び
県
費
負
担
教
職
員
で
あ
る
職
員
を
除
く
。

以
下
第
九
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
か
つ
て
規
則
七
―
〇
第
六
条
第
二
項
第
一
号

か
ら
第
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
規
定
に
該
当
し
た
も
の
に
対
す
る
級
別
資
格
基
準
表
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
表
の
試
験
欄
の
「
正
規
の
試
験
」
の
区
分
と
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
に
対
し
て
規
則
七
―
〇
第
十
一
条
第
一
項

第
二
号
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
部
内
の
他
の
職
員
と
の
均
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
、
級
別
資
格
基
準
表
に
定
め
る
必
要
経
験
年
数
に
百
分
の
八
十
以
上
百
分
の
百

22
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未
満
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
年
数
を
も
っ
て
、
同
表
の
必
要
経
験
年
数
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
採
用
さ
れ
た
職
員
に
対
す
る
給
料
月
額
の
決
定
等
の
特
例
）

第
八
条

法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
の
給
料
月
額
は
、
同
項
の
規
定
に
よ

る
退
職
派
遣
に
係
る
退
職
が
な
く
、
特
定
法
人
（
同
項
に
規
定
す
る
特
定
法
人
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
引
き
続
き
職
員
と
し
て
在
職
し
た
も

の
と
み
な
し
て
、
当
該
退
職
時
の
職
務
の
級
及
び
給
料
月
額
を
基
礎
と
し
、
か
つ
、
部
内
の
他
の

職
員
と
の
均
衡
及
び
そ
の
者
の
従
前
の
勤
務
成
績
を
考
慮
し
て
昇
格
、
昇
給
等
の
規
定
を
適
用
し

た
場
合
に
、
当
該
採
用
の
日
に
受
け
る
こ
と
と
な
る
給
料
月
額
の
範
囲
内
で
決
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
給
料
月
額
を
決
定
さ
れ
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
当
該
採
用
後
の
最
初
の
昇

給
に
係
る
昇
給
期
間
を
前
項
の
規
定
の
適
用
上
採
用
時
の
給
料
月
額
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
日
か
ら
採
用
の
前
日
ま
で
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
短
縮
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
規
則
七
―
〇
の
規
定
の
適
用
に
関
す
る
読
替
え
）

第
九
条

法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
規
則
七
―
〇
第
十
条

第
一
号
中
「
第
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
規
則
九
―
九
（
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
）

（
以
下
「
規
則
九
―
九
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
」
と
、
同
規
則
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二

号
中
「
第
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
規
則
九
―
九
第
八
条
第
一
項
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を

適
用
す
る
。

（
退
職
派
遣
者
に
関
す
る
報
告
）

第
十
条

任
命
権
者
は
、
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
退
職
し
引
き
続
き
特
定
法
人
の

業
務
に
従
事
し
た
場
合
は
そ
の
従
事
後
六
十
日
以
内
に
、
退
職
派
遣
者
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す

る
退
職
派
遣
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
派
遣
先
特
定
法
人
、
特
定
法
人
に
お
い
て
従
事
す
べ

き
期
間
、
特
定
法
人
に
お
け
る
処
遇
の
状
況
等
を
人
事
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

任
命
権
者
は
、
特
定
法
人
に
お
け
る
業
務
の
従
事
期
間
中
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
人
事
委
員
会

に
報
告
し
た
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
当
該
変
更
の
内
容
を
人
事
委
員
会
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

任
命
権
者
は
、
退
職
派
遣
者
が
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
採
用
後
六
十
日
以
内

に
、
採
用
後
の
処
遇
の
状
況
等
を
人
事
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
の

規
定
は
、
同
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
二
条
関
係
）

社
団
法
人
秋
田
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

社
団
法
人
秋
田
県
農
業
公
社

社
団
法
人
秋
田
県
林
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

財
団
法
人
秋
田
県
育
英
会

財
団
法
人
秋
田
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

財
団
法
人
秋
田
県
国
際
交
流
協
会

財
団
法
人
秋
田
県
資
源
技
術
開
発
機
構

財
団
法
人
秋
田
県
成
人
病
医
療
セ
ン
タ
ー

財
団
法
人
秋
田
県
総
合
公
社

財
団
法
人
秋
田
県
総
合
保
健
事
業
団

財
団
法
人
秋
田
県
体
育
協
会

財
団
法
人
秋
田
県
婦
人
会
館

財
団
法
人
秋
田
県
物
産
振
興
会

財
団
法
人
秋
田
県
ふ
る
さ
と
定
住
機
構

財
団
法
人
秋
田
県
木
材
加
工
推
進
機
構

財
団
法
人
秋
田
県
林
業
公
社

財
団
法
人
あ
き
た
産
業
振
興
機
構

秋
田
県
住
宅
供
給
公
社

秋
田
県
信
用
保
証
協
会

秋
田
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会

秋
田
県
農
業
会
議

警
察
共
済
組
合

公
立
学
校
共
済
組
合

社
会
福
祉
法
人
秋
田
県
社
会
福
祉
事
業
団

社
会
福
祉
法
人
秋
田
県
小
児
療
育
事
業
団

地
方
職
員
共
済
組
合

日
本
下
水
道
事
業
団

日
本
道
路
公
団

人
事
委
員
会
規
則
一
一
―
一
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
市
町
村
及
び
一
部
事
務
組
合
の
管
理
職

員
等
の
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
二
十
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷

人
事
委
員
会
規
則
一
一
―
一
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
市
町
村
及
び
一
部
事
務
組
合
の
管

理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

23



平成14年 3月29日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

規
則
一
一
―
一
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
市
町
村
及
び
一
部
事
務
組
合
の
管
理
職
員
等
の
範

囲
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
鹿
角
市
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
一
阿
仁
町
本
庁
の
項
中
「
総
務
課
」
を
「
総
務
企
画
課
」
に
改
め
、
同
表
能
代
市
外
五
カ

町
村
衛
生
事
務
組
合
の
項
及
び
同
表
二
ツ
井
町
、
藤
里
町
衛
生
事
業
処
理
一
部
事
務
組
合
の
項
を
削

り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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大
館
市

本
　
　
庁

出
先
機
関

議
会
事
務
局

市

長

部

局

教
育
委
員
会

事

務

局

選

挙

管

理

委
員
会
事
務
局

監

査

委

員

事

務

局

農
業
委
員
会

事

務

局

保
健
セ
ン
タ
ー

福
祉
事
務
所

病
　
　
　
院

図
　
書
　
館

中
央
公
民
館

勤
労
青
少
年

ホ

ー

ム

女
性
セ
ン
タ
ー

郷
土
博
物
館

局
長
、
次
長

部
長
、
課
長
、
主
幹
、
課
長
補
佐
、
主
席
専
門
検

査
員
、
企
画
調
整
課
の
企
画
係
長
、
総
務
課
の
秘

書
係
長
及
び
庶
務
係
長
、
職
員
課
の
職
員
係
長
、

財
政
課
の
財
政
係
長

教
育
長
、
教
育
次
長
、
課
長
、
主
幹
、
課
長
補
佐

局
長
、
次
長

局
長
、
次
長

局
長
、
次
長

所
長
、
所
長
補
佐

所
長
、
主
幹
、
所
長
補
佐

院
長
、
副
院
長
、
診
療
局
長
、
部
長
、
副
部
長
、

医
長
、
看
護
部
長
、
副
看
護
部
長
、
看
護
婦
（
士
）

長
、
技
師
長
、
事
務
局
長
、
課
長
、
課
長
補
佐
、

企
画
係
長
、
庶
務
係
長

館
長
、
館
長
補
佐

館
長
、
館
長
補
佐

館
長

館
長

館
長

二
ツ
井

藤
里
地

区
行
政

事
務
組

合

発

行

者
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